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総
会
に

恩
師
招
待

本
度
高
校
岡
窓
会
は
去
る
六
日
九
百

年
後
三
時
半
よ
り
埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
子

ル
に
て
昭
和
六
十
年
度
遍
第
総
会
を
開

催
し
た
。

今
回
は
新
欝
騨
と
し

て

内

閣
、

卸
島
、

案
田
三
懸
師
の
紹
聴
と
総

会
終
了
後
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
に
本
高

Ｏ
Ｂ
を
主
体
と
し
た
柏
ダ
リ
ー
ン
ク
ラ

フ
の
合
曜
を
企
画
し
た
。

闘
会
長
の
挨
拶
の
後
、

立
川
副
会
長

議
長
と
な
り
識
事
に
八
り

や
、

昭
和
五
十
九
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告
（
戸
谷
会
計
）

”
一、
監
査
報
告

（
山
本
厚
生
監
事
）

ど
一、
昭
和
六
十
年
度
事
業
計
画
並
び

に
収
支
字
騨
案
承
認
（戸
谷
会
計
）

四
、

会
期
改
正
案
承
認

五
、

役
員
題
加

以
上
譲
寧
は
建
設
的
恵
勇
の
内
に
全

会

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
あ
と
来
費
と
し
て
母
校
校
長
園

谷
敏
朗
発
生
及
び
懸
師
を
代
表
し
て
内

騒
典
夫
発
生
の
統
辞
を
頂
き
盛
沢
経
に

終
了
し
た
。

発  行
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６０
年
４
月
　
定
例
役
員
会

，名
簿
作
成
委
員
会

５
月
　
定
例
役
員
会

開
窓
会
会
報
陥

３
発
行

６
月
　
を
例
役
輿
会

‐２
月
　
定
例
役
員
会

８‐
年
１
月
　
定
例
役
員
会

２
月
　
定
例
捜
員
会

新
年
会

支
部
長
会
議

３
月
　
定
例
役
員
会

新
会
輿
入
会
式

待
望
の

名
簿
発
行

今
回
の
名
簿
利
寄
に
当
り
ま
し
て
は

会
員
の
簿
綾
済
の
絶
大
な
む
協
力
に
よ

る
も
の
と
懸
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

お
陰

様
で
発
行
総
数
は
四
九
六
〇
船
に
達
し

ま
し
た
沖
現
在
予
艦
が
替
干
む
さ
い
ま

す
の
で
騨
八
Ｇ
森
襲
の
方
に
は

一
摘
四

〇
〇
〇
円
で
お
分
け
致
し
て
お
り
ま
す

連
絡
策

〒
締
中
本
度
市
柏

キ
ー
四
―

一

本
闘
事
務
釜

出
本
海

鶴
議

（
〇
四
九
五
）
二
十
１

一
一
九
五

定
期
総
会
欝
確

定
例
役
員
会

高
校
野
球
応
援

定
例
役
輿
会

名
簿
作
成
委
員
会

芦 見
定
例
役
員
会

中
高
連
絡
会

定
例
役
員
会

閣
窓
会
会
議
Ｍ

４
発
行

定
例
役
員
会

会
輿
レ
ク
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

願 監 会

関 事 計

申 か と

込窓亀

↓
写
真
右
か
ら

内
田
　
典
夫
先
生

前
島
軽
工
郎
先
生

案
田
　
竹
雄
先
生

役
員
転
簿

十
　

一

会

長

副
会
長

本
圧
地
区
運
合
支
部
長

立
川
大
作

上
襲
地
区
支
部
長

　

　

荒
井
富
士
雄

児
玉
地
区
支
部
長

　

　

輩
畠
“建
治

深
谷
地
区
支
部
長

　

　

関
田

一
郎

伊
勢
崎
地
区
支
部
長

　

小
比
本
薫

一

部
磨
地
区
支
部
長

　

　

憾
比
奈
利
雄

興
庁
果
南
支
部
長
　
　
　
高
橋
英
エ

東
京
地
区
支
部
長

　

　

蟹
圏
三
郎

新
年
懇
親
会

と

き

六
ヤ

一
年
二
月
十
五
日
盆
じ

午
後
五
播

本
霊
市

五
郷
圏

三
千
再

事
務
所
ま
で
。

岡

権
孝

立
川
大
作
、

竹
並
栄

一
郎
、

縮
爪
茂
夫
、

関
日

一
郎
、

書
田
建
治
、

高
木
敏
子
ゃ

杉
曲
禅
子
、

松
本
級

一
、

（
教
霞
）
岩
題
　
遵
、

奪
島

議一容

翁

、
江
羅

首
、

山
本
厚
生
、

内
野
ヨ
シ
ユ
、

擦
原
英
雄
、

持
題
直
次
、

（
校
長
）
国
谷
敏
朗

支
部
役
員

新
支
部
役
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案
常
と
も
慧
え
る
署
い
夏
も
過
ぎ
、

潮
く
秋
も
深
ま
っ
て
参
り
ま
し
た
。

会

員
の
皆
様
に
は
、

ま
す
ま
す
お
元
気
に

各
界
で
御
活
躍
の
こ
と
と
拝
家
申
し
あ

げ
ま
す
。

お
蔭
様
で
本
校
も
順
調
に
歩
み
を
競

め
て
お
り
ま
し
て
、

去
る
九
月
二
十
八

・
二
十
九
日
に
は
盛
大
に
文
化
祭
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

三
年
生
の
就
戦
も
始

ま
っ
て
お
り
ま
す
。

進
学
も
推
薦
入
学

等
は
少
々
串
目
に
な
っ
て
来
て
い
る
よ

う
で
あ
り
ま
す
。

本
学
度
の
滅
案
が
陶

わ
れ
る
訳
で
不
安
と
期
待
を
も
っ
て
勇

や
っ
て
お
り
ま
す
。

李

嬰

擦

セ

暴

森

愚

瀬
分
と
し
て
七
画
万
円
頂
毅
じ
て
お
り

状
長

園
谷
敏
親

ま
し
た
が
、

今
回
正
門
遍
路
の
襲
備
に

あ
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ゃ
通
路

の
問
側
に
透
水
プ
ロ
ッ
ク
で
歩
道
を
つ

く
り
並
木
と
し
て
穂
の
本
十
八
本
を
植

え
翼
に
植
込
み
も
整
隅
い
た
し
ま
し
た

成
長
す
れ
ば
葉
購
ら
じ
い
本
闘
並
本
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
部
に

三
十
九
年
賞
卒
業
親
念
の
値
樹
も
密
ん

で
お
り
ま
す
じ
ｔ

本
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ

“
後

援
会
の
事
業
と
し
て
取
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

又
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
後
援
会
の
事

業
と
じ
て
第
ニ
グ
ラ
ン
ド

の
整
備
も
い

た
し
ま
し
た
。

何
を
す
る
に
し
て
も
多

く
の
岡
窓
生
が
直
接
、

間
綾
に
関
係
じ

て
下
さ
り
環
母
し
い
限
り
で
す
。

感
謝

を
し
つ
つ
む
換
拶
と
い
た
し
ま
す
。

考

古

学

部

（
３０

．
字
）
は
、

縄
文

か
ら
議
察
時
代
を
中
心
に
人
類
の
過
去

を
学
ん
で
い
る
が
、

播
力
あ
る
案
綴
づ

く
り
が
課
題
だ
。

化

学

部

（
Ｊ６

。
‐０
）
は
≡

各
ロ
テ

ー
マ
を
も
ち
一
科
学
的
興
味

・
関
心
を

深
め
つ
つ
築
競
力
を
高
め
、

劇
造
と
を

増
う
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

生

物

部

（
Ｇ

・
０
）
は
、

今
年
度

か
ら
両
生
類
の
実
験
動
物
化
を
イ
モ
リ

で
研
究
、

既
に
実
験
動
物
化
さ
れ
て
い

る
ワ
タ
ホ
シ
ヨ
オ
ロ
キ
、

ア
フ
リ
カ
ツ

メ
ガ
エ
ル
等
の
継
代
繁
殖
の
実
験
を
行

っ
て
い
る
。

今
理
も

奥
秩
父
の
金
蜂
出

で
動
植
物
調
査
を
案
雄
、

柏
穂
祭
で
発

表
し
た
。

地

学

部

（
泌

・
博
）
は
、

鑑

関
を

通
し
て
太
陽
黒
点
、

気
象
、

流
星
、

月

食
等
の
観
測
を
行
っ
て
い
る
。

本
年
は

柏
櫛
家
参
加
の
他
、

図
書
館
穂
座
で
「

ハ
レ
ー

書
墨
」
を
発
表
し
た
。

電
気
部

（２３
・
２
）
は
，

一優
駆
的

な
無
線
と
、

近
字
主
流
に
な
っ
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
工
部
門
を
構
動
対
象
に
し

て
、

各
種
研
究
、

コ
ン
テ
ス
ト
ヘ
参
加

し
て
い
る
。

英

語
部

（
３

・
２３
）
は
、

生
徒
の

手
に
よ
る
目
主
活
動
を
進
め
て
い
る
が

活
動
の
方
針
や
ス
タ
イ
ル
に
改
善
の
必

要
が
あ
る
。

状
費

発
部

（
＝

・
組
）
は
、

驚
期

演
葵
会

（
本
年
は
六
月
二
十
四
口
）
か

ら
野
球
部
応
援
ま
で
、

多
彩
な
演
奏
簡

動
を
行
っ
て
い
る
。

聞
好
の
仲
間
が
結

束
し
て
い
る
の
で
運
日
の
練
習
に
も
熱

気
が
あ
る
。

男
子
部
員
が
も
っ
と
欲
し

い
。フ

オ

ー

ク

ソ

ン
グ
部

（舞

・
３０

）
は
、

三
年
生
の
ラ
ス
ト
コ
ン

サ

ー

ト
、

一
二

一年
生
の
相
樹
察
演
秦
を
目

標
に
、

チ
ー
ム
編
成
で
互
い
に
協
力
じ

な
が
ら
活
動
し
て
い
る
け

美
術

部

（
１０

。
２０
）
は
、

墨
展
、

六
亮
撰
．

箱
租
祭
、

麓
原
会
震
な
ど
、

ほ
ぼ

一
か
月
に

一
行
事
を
ア
ク
セ
ン
ト

に
活
動
が
日
常
化
し
，

「
自
然
を
愛
し

創
作
の
楽
ｔ
さ
を
学
ん
で
」
い
る
。

書

道
部

（
１

・
７
）
は
、

」合
震

柏
樹
祭
、

二
月
震
の
他
、

数
々
の
霞
艶

会
に
出
品
、

本
年
は
、

日
本
武
題
館
簿

写
聾
道
震
で
優
秀
団
体
賢
、

遊
江
神
盛

金
田
蹴
轡
察
で
滋
雷
璽
釜
↓会
議
長
賞
．

八
砲
市
市
長
貰
な
ど
を
受
驚
じ
一
創
作

活
動
に
さ
ら
に
拍
車
が
か
か

つ
て

い

る
。

部
員
の
少
な
い
の
が
‥
‥

競

劇
部

（
８

・
博
）
は
、

経

妊
離

員
も
増
え
、

部
員
の
創
作
劇
を
三
固
稜

内
公
渡
し
、

活
動
が
上
向
い
て
い
る
。

基
距
訓
練
を
腎
寮
に
し
た
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
が
課
題
で
あ
る
。

茶

道
部

（
―

・
２６
）
は
、

柏
構
祭

ま
で
の
半
年
関
で
、

自
紙
か
ら
平
手
前

ま
で
。

小
樹
や
濃
茶
も

更
に
は

「
茶
の

こ
こ
ろ
」
ま
で
触
れ
た
い
。

藩
発
に
な

っ
て
き
て
い
る
が
、

練
曽
時
間
が
定
ら

な
い
の
が
悩
み
で
あ
る
。

放
送
部
（０
・塑
）
は
、
日
常
の

議

聾

の
翻

響

評

脅

、
コ

ン
テ
ス
ト
な
ど
に
し
て
も
、

い
わ
ゆ
る

目
に
つ
く
「華
々
し
い
」簡
勤
は
な
い
。

図
書

部

（
１６

・
数
）
は
ヽ

題
霞

崎

動
を
中
心
に
年
三
圏
ほ
ど
手
作
り
小
冊

子
「
白
い
森
生
重
懇
増
。

一
昨
年
か
ら

鵡
典
に
も
取
組
み
、

柏
樹
祭
で
は

「
源

氏
物
語
」
、

「
太
宰
治
」
、

一‐シ
ュ
リ

ー
マ
ン
」
を
発
表
し
た
。

新

聞

部

（
―

・
９
）
は
、

某

顕

僚

動
に
対
す
る
生
捷
の
要
求
の
あ
り
様
が

変
っ
て
き
て
い
る
の
か
ゃ

近
年
部
員
の

定
替
度
が
悪
い
上
、

薄
勤
す
る
部
員
が

観
め
て
少
な
い
。

ど
う
に
か
費
的
レ
ベ

ル
を
守
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

零
買
部

（
１０
・
７
）
は
、

一合
盤

箱
樹
祭
、

二
月
震
を
軸
に
置
動
し
て
い

る
が
、

実
技
・
理
論
と
も
、

寝
に
題
き

を
か
け
た
い
。

将

税

部

（
８

●
０
）
は
、

年
間
二

回
の
県
大
会
の
他
は
，

量
に
校
内
で
業

畿
練
題
を
行
っ
て
い
る
。

函

審
部

（
６

・
８
）
も
、

露

ほ
田

様
で
、

溝
動
の
薄
性
化
を
模
索
中
で
あ

る
，音

業
部

（
３
・
２
）
は
、

都
輿
紋

が
極
端
に
滅
り
、

事
実
上
藩
動
を
休
止

し
て
い
る
。運

動

部

弓

道
部

（
１８

・
勢
）
は
ヽ

纂
斑
で

は
か
な
り
上
位
に
入
賞
す
る
が
、

興
大

会
二
次
予
選
の
通
遇
が
出
来
る
か
と
い

う
と
こ
る
。

コ
ー

チ
の
確
保
と
題
場
の

整
備
が
襲
ま
れ
る
”

剣
道
部
（博
・１０
）
は
、

男
子
部

員
が
響
姿
長
観
が
酌
王
来
た
。

果
大

会
四
国
戦
進
題
と
い
う
こ
こ
数
牢
間
で

の
安
子
の
最
高
築
綴
を
目
潔
に
、

当
面

男
女
そ
ろ
っ
て
工
回
戦
以
上
を
め
ざ
じ

て
い
る
。

柔
遺
部

（
２６
・
４
）
は
、

秋
の
新

人
畿
で
ベ
ス
ト
８
に
勝
ち
残
り
意
気
が

上
が
っ
て
い
る
。

三
学
生
引
選
後
は
大

方

一
年
生
と
い
う
の
が
悩
み
で
も
あ
り

期
待
で
も
あ
る
。

サ

ツ
カ
ー
部

（３０

．
２
）
は
、

こ

こ
数
年
替
案
に
力
を
伸
ば
し
，

県
の
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
に
ま
で
成
長
、

サ
ッ
カ
ー

緊
嫡
玉
の
代
表
綾
を
狙
え
る
舷
麓
に
い

る
。

本
学
一
新
Ａ
職
三
立
、

関
東
大
会

予
選
は
八
位
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、

（
次
買

へ
縮
ぐ
）

全
般
的
に
み
て
、

潜
発
な
運
動
部
、

や
や
低
迷
の
文
化
部
、

と
い
う
の
が
本

高
部
活
動
の
現
状
を
晃
た
印
象
で
す
”．

「
そ
れ
ぞ
れ
の
容
薬
生
の
そ
れ
ぞ
れ

の
想
い
出
に
つ
な
が
る
の
で
、

金
て
の

部
の
様
子
を
」
と
い
う
縮
築
部
の
ご
要

望
で
、

金
で
の
部
活
動
を
、

従
っ
て
極

め
て
観
摘
的
に
、

報
告
い
た
し
ま
す
。

（
　
）
肉
数
字
は
尊

重
月
現
在
の
部

員
数
で
男

・
女
の
順
。

加
入
率
碑
％
。

文

化

部

文

奏

部

（
２５

・
‐９
）
は
、

一露

Ｗ察

に
照
準
を
当
て
て
活
動
、

昨
年
ま
で
の

「
郷
題

」
に
代
っ
て
静
築
「
幾

静

」
を

劇
判
し
た
。

「
光
源
氏
の
女
性
関
係
」

が
今
年
の
研
究
デ
ー

マ
。

社
会
料
研
究
部

命

・
１４
）
は
ヽ

柏
穂
祭
へ
向
け
て
一
天
襲
」
を
研
究
じ

現
在
、

験
関
鶴
一
拭
会
の
窓
」
を
編
禁

中
で
あ
る
。

学校法人 小 林 学 園

本庄東闘等学校
校長 /J 林ヽ 徳 一 員再(個中舶)

本産帝日の純1-4-5 観 て8495)22-6母寄1網
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（
二
買
か
ら
続
き
）

来
年
の
正
月
大
会
へ
の
県
笠
選
で
は
、

現
在
一
次
受
選
（ベ
ス
ト
ー６
）
を
通
適
、

や

一
月
上
旬
か
ら
の
決
勝
リ
ー
グ
に
躍

ん
で
い
る
。

野
球
部
と
共
用
の
グ
ラ
ン

ド
が
狭
い
の
が
悩
み
。

硬

式
庭
球

部

（
４８

・
範
）
は
、

生

徒
の
自
差
計
画
に
従
っ
て
日
曜
日
も
練

曹
。

本
年
の
果
北
部
地
区
大
会
で
は
、

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
一
、

二
笠
、

ダ
プ
ル

ス
エ
位
、

新
入
戦
で
は
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
三
ｔ

五
位
、

タ
プ
ル
ス

一
位
．

女
子

ダ
プ
ル
ス
ニ
舷
と
な
っ
た
。

問
名
以
上

の
部
員
で
コ
ー
ト

ニ
画
は
厳
し
い
練
習

条
件
で
、

現
在
二
拡
綿
滅
で
時
間
差
練

雷
な
ど
を
と
っ
て
い
る
が
、

県
大
会
土

位
入
賞
に
は
ヨ
ー
ト
確
保
が
最
大
課
題

で
あ
る
。

歓

式
庭

球

部

奈
智

帽
）
は
、

こ

こ

一
、

二
年
間
入
部
者
が
急
増
、

そ
れ

に
応
じ
て
果
大
会
ま
で
進
出
す
る
選
手

が
増
え
た
。

こ
こ

一
番
と
い
う
時
の
糖

神
力
の
も
ろ
さ
の
売
般
．

擦
闇
コ
ー
ト

不
疑
の
解
消
が
採
題
で
あ
る
。

電
衣
整
、

浄
化
施
設
を
新
し
く
じ
た

水
泳

部

（
８

●
７
）
は
、

レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
し
た
県
水
準
へ
の
到
達
を
め
ざ
し

新
気

一
転
の
活
動
を
続
け
て
い
る
。

ス
キ

ｔ
部

（
１７

・
‐３
）
は
ヽ

優
か

三
か
島
間
の
シ
ー

ズ
ン
に
向
け
て
陸
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
横
み
．

昨
冬
、

イ
ン

タ
ー

ハ
イ
田
揚

一
名

（
県
予
選
女
手
優

鱗
、

男
子
四
位
）
、

関
東
大
会
へ
九
名

出
物
な
ど
、

ま
す
ま
ず
の
成
練
を
あ
げ

た
。野

球

部

（
２４

・
３
）
は
，

静
藁
復

置
を
め
ざ
し
て
、

年
間
７０
国
も
の
練
習

識
合
を
消
化
し
て
夏
の
大
会
に
臨
ん
だ

が
、

四
田
戦
で
所
沢
商
に
０
対
り
で
僣

敗
、

鰭
虚
関
も
な
い
Ｏ
Ｂ
会
の
熱
い
戸

去
る
総
会
に
御
招
待
申
し
上
げ
女
し
た
二
人
の

愚
師
よ
り
頼
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

（
尚
紙
面
の
都
合
で
一
部
略
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

内
田
典
夫
先
生

う
む
ざ
い
ま
し
た
。

当
常
の
色
々
こ
と

が
額
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

陶
窓
会
の
曽

様
に
も
よ
う
じ
く
御
佐
え
願
い
ま
す
。

先
は
取
敗
え
ず
御
礼
ま
で
　
　
　
級
果

，
・
・・・・・・
・…

◇

‥
・，・・，，・・
‥

（
大
正

一
五
年
―
昭
和
十
五
年
勤
務
）

揮
復
　
つ
ゆ
空
も
そ
ろ
そ
ろ
あ
が
っ

て
も
よ
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

本
麟
は
む
丁
襲
な
お
手
紙
に

添
え
て
黄
室
な
園
懇
会
の
記
念
写
真
お

送
り
い
た
だ
き
有
難
う
む
さ

い

ま

し

た
。

ま
た
総
会
に
は
至
れ
り
尽
せ
り
の

御
綾
常
に
預
り
調
に
光
栄
に
存
じ
て
お

り
ま
す
。

闘
窓
各
位
に
も
何
十
年
と
い

る
歳
月
を
経
て
今
で
は
ど
な
た
も
曽
立

派
な
紳
士
と
な
ら
れ
て
社
会
の
中
枢
と

し
て
御
構
躍
の
お
顔
を
亮
て
こ
の
上
な

く
力
強
く
つ
れ
じ
う
存
じ
あ
げ
て
お
り

ま
す
。

ど
う
ぞ
お
鰹
や
か
に
お
通
し
な

さ
い
ま
す
よ
う
に
新
り
あ
げ
ま
す
。

…
…
≡
．…
。◇
…
…
…
…

栗
田
竹
雄
先
生

（
昭
和
九
年
よ

昭
和
二
十
五
寧

昭
和
三
ヤ
四
年
１

昭
和
四
十
九
年
）

前
島
堅
二
郎

拝
題

長
い
蕊
天
も
よ
う
や
く
梅
雨

鋭
り
の
歓
侯
が
見
て
来
て
霧
い
理
の
静

れ
が
近
づ
い
た
こ
と
を
懸
じ
ま
す
。

今
日
は
Ｃ
部
霊
な
お
便
り
を
毅
き
ま

し
て
ほ
ん
と
う
に
有
雑
う
む
ざ
い
ま
し

た
。

ま
た
撰
Ｌ
い
お
等
真
を
む
態
贈
下

さ
い
ま
し
て
盛
閣
い
た
し
て

簿

り

ま

す
。

総
会
当
日
の
鯖
策
を
愚
い
諄
べ
な

が
ら
拝
男
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

申
し
後
れ
ま
し
た
が
去
る
六
月
九
日
間

窓
会
の
総
会
の
当
日
は
む
招
待
い
た
だ

き
ま
し
て
識
に
宥
難
う
む
さ

い

ま

じ

た
。

現
騒
当
時
の
学
校
の
様
子
な
ど
亀

々
と
思
出
が
多
く
ば
ん
と
つ
に
有
態
議

な

一
時
で
し
た
。

（
以
下
略
）

（
昭
純
三
年
１

昭
和
三
十
九
年
勤
務
）

拝
復

お
に
し
い
と
こ
ろ
簿
々
ス
ナ

ッ
プ
写
英
御
法
り
下
さ
れ
、

競
に
有
難

援
に
応
え
き
れ
な
か
っ
た
。

少
い
部
員

数
や
予
第
、

狭
い
グ
ラ
ン
ド
と
悩
み
も

多
い
。

ソ

フ
ト

ポ
ー

ル
部

（
０

，
２０
）

は
、

中
学
校
で
の
経
験
者
が
３０
％
と
ぃ

う
悪
条
件
を
勇
般
、

秋
の
新
人
職
で
は

県
大
会
樹
場
権
を
得
た
。

体

繰

部

（，１３

・
‐４
）
は
、

例
年
ゃ

関
東
大
会
、

イ
ン
タ
ー

ハ
イ
、

団
体
ヘ

と
選
手
を
送
っ
て
き
た
が
、

今
年
は
や

や
低
迷
、

次
の
飛
灘
へ
向
け
て
充
篭
中

と
い
ろ
で
あ
る
。

卓
球
部

（
９
・
‐３
）
は
ヽ

基
本
・

応
用

・
課
題

，
表
戦
と
体
祭
的
練
習
計

画
を
年
中
無
体
で
消
化
、

韓
襲
熊
谷
蘭

と
並
ん
で
案
北
ベ
ス
ト
る
の
中

に
入

る
。

金
函
大
会
題
場
に
あ
と
一
歩
。

陸
上
競
技
部

（１６

・
的
）
は
ヽ

果

大
会
揚
出
者
数
も
増
え
、

六
儲
以
上
入

賞
着
客
紋
名
出
す
ま
で
に
な
っ
た
。

今

痩
の
第
ニ
グ
ラ
ン
ド
整
備
を
機
に
、

再

ひ
関
東
大
会
樹
場
、

果
大
会
で
の
団
体

入
館
を
当
面
の
購
標
に
し
て
い
る
。

パ
レ
ー
ポ
ー
ル
部

（２４
・
２５
）

は
、

女
子
が
県
北
で
ベ
ス
ト
４
以
上
、

常
に
果
大
会
題
場
の
力
を
も

っ
て

い

る
”
男
子
も
本
年
め
き
め
き
力
を
つ
け

一
、

主
挙
先
が
楽
し
み
で
あ
る
。

線
題

場
の
狭
い
の
が
悩
み
で
あ
る
。

パ

ス
ケ

ツ
ト
ポ

ー

ル
部

（２６

・

激
）
は
、

大
型
化
が
進
む
甲
で
、

ス
ピ

ー
ド
と
頭
脳
的
チ
ー
ム
プ
レ
イ
を
身
上

に
、

果
地
上
位
に
く
い
込
み
、

果
大
会

へ
の
出
場
も
果
し
た
。

長
身
着
、

練
闇

場
の
課
題
と
と
も
に
県
大
会
常
時
魁
揚

が
目
標
。

果
下
公
立
高
校
で
は
唯

一
の

ポ

ク

・ン
ン
グ
部

（
９

・
１
）
は
、

最
近
の

私
立
高
校
台
顕
で
苦
戦
中
だ
が
来
年
ヘ

向
け
や
や
上
昇
ム
ー
ド
だ
。

登

山
部

（
２６

・
６
）
は
、

中
部
、

上
殻
、

東
地
の
山
々
を
中
心
に
学
闇
六

園
機
震
の
出
行
を
実
施
。

昨
年
、

イ
ン

タ
ー

ハ
イ
に
男
子
が
県
偽
表
で
脳
場
、

２８
位
と
な
な
っ
た
。

（
鍬鶴
輝

舞
目
　
津
）

ス 田 ― ガ ン
名誉ある歴史と伝統に輝 く母校を愛じ

母校の発展に寄与 しよう。

本高同窓会の旗の下に結集 し、地域に

番り高い文化の花を咲かせよう。

人間関係を大切にし、会員相互闇告こ親

睦の輪を拡げよう。

組織を整備強化 し、機能的な連絡網を

拡充 して、同窓会の活性化を図ろう。

建学の鵜神を尊重 し、後輩の指導育成
に窮めよう。

冷 暖 房 設 備、 給 排 水 設 備

衛生設備 ・各種管工事設計施正

長沼設備工業盟
社長長 沼   肇 tlg中ユ9国》

本産帝敵原2-3-18 容 (0495 2ヽ4-2484織

内 科 医 院
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親
愛
な
る
岡
窓
生
の
皆
盛
、

平
繁
本
閣
岡
窓
会
の
為
に
多
人
の
む
協
力

を
賜
り
議
に
有
難
う
む
ざ
い
ま
す
。

郷
て
、

同
窓
会
本
部
で
は
、

今
回
岡

窓
会
員
名
簿
昭
和
六
給
年
版
を
発
刊
い
た
し
ま
じ
た
。

閣
窓
会
活
動
を
円

滑
に
維
題
す
る
上
で

一
番
大
導
な
こ
と
な
御
案
内
の
通
り
財
源
の
確
保
で

あ
り
ま
す
。

幾
多
の
事
業
を
遂
行
し
よ
う
と
思
う
と
、

相
当
の
基
礎
財
源

を
必
要
と
し
ま
す
。

本
高
同
窓
会
で
は
年
会
費
、

金
壱
千
円
也
と
入
会
金

金
弐
千
円
也
、

そ
れ
に
終
身
会
費
金
壱
万
円
色
と
、

特
別
寄
付
金
、

真
の

他
で
財
源
を
賄
っ
て
お
り
ま
す
。

終
身
会
費
納
入
制
買
は
昭
和
五
給
宇
簿

題
競
会
長
の
時
代
に
総
会
の
議
決
基
認
を
得
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

現
在

約
参
爾
名
の
納
入
者
が
お
り
ま
す
。

終
身
会
機
納
入
者
に
は
、

金
壱
万
円

也
の
む
拠
箇
で
そ
の
後
の
牢
会
費
は
終
身
不
要
で
す
。

尚
、

闘
窓
会
本
部

の
終
窮
会
費
納
入
者
む
芳
名
盟
に
そ
の
名
を
記
載
じ
て
、

永
久
に
そ
の
む

高
志
を
称
え
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
上
、

園
窓
会
報
の
発
送
や
、

総
会
真
の
他
の
ご
連
絡
を
優
先
的
に
数
し
ま
す
。

何
奪
、

同
窓
会
発
展
の

た
め
億
旧
の
Ｃ
受
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

終
身
会
費
む
納
入
の
際
に
は
左
記
出
座
に
む
入
金
下
さ
い
。

郵
使
用
授
込
田
座
番
号
東
京
王
―

一
人
七
〇
工
〇
、

又
は
埼
玉
銀
行
晋

通
預
金
田
座
香
号
本
震

一
八
九
―

や
〇
七
七
七
一一再

本
高
同
窓
会
役
員

一
同

鎌
勤
納
入
者
済
名

卒
業
年
度
別

（
数
称
路
）

阻
中
ｆ
　
中
笹
塞
Ｔ
盟
沢
醒
慶

旧
中
２
　
雄
盤
嬰
否
日
配
番
苦

菖
沢
員
次
・茂
木
米
作

阻
中
３

寵
題
卵
作
・松
永
広
紐
・
岡
部
二
郎
・

暑

・

審

籍

・

盤

・

麓

男
・新
井
臣
士
重

旧
中
４

金
審
麹

・鐘
聾
一露
・ｎ
業

Ｔ

室露
漁戦
一
旧
中
５
　
笈
不
農
金

旧
中
６
　
萩
原
順
二
秘
翠
爺
・関

田
畠
駒

旧
中

７
　

持
田
直
次

・
斎

藤
新
太
郎

・
矢
代
釜

・
金
田

一
郎

・
倉

本
伸

一
・
篠
原
額
童

・
細
井
輔
穂

・
根

岸
功

・
土
田
晃

・
苦
題
教
作

一
芦
沢
武

司

・
中
島
真

一
・
閉
橋
周
兵
衛

・
井
畜

田
孝
次

・
高
範
喪
共

服
中

８
　
土

曲
隆
畿

・
嵩
橋
茂

・
佐
練
煙

一
・
松
井

一雄

旧
中
９
　
岡
理
果
・
小
林
徳

一
郎

・
朝
比
奈
刺
雄

・
茂
木
南

・
岡
絡

孝

・
立
畑
大
作

・
中
林
驚
次

・
山
崎
芳

治

・
飯
畠
彰

・
金
井
窮
鶴
　
旧
中

１０

金
井
菊
治

・
丸
橋
寿
男

・
武
政
文
次

郎

・
坂
本
農
雄

・
伊
久
閥
秀
光

・
盤
国

智
堂

・
新
井
勝
雄

・
星
野
正
幸

・
高
橋

発

・
萩
原
弱
夫

・
高
績
尊

・
金
田
芳
二

郎

・
江
原
広
治

・
長
嫁
蒋

一
・

移
健
次

郎

・
日
陶
忠
蔵

・
書
田
度
平

・
千
代
田

正
治

・
鳥
嫁
鏡
義

・
朝
比
奈
慶
光

・
長

谷
出
窮

十
鈴
木
機
久

・
岡
芹
鶴
五
郎

阻
中
Ｈ
　
円
自
議
久
・務
懇
舞
耀

・
金
子
機
隆

・
藤
牧

ギ
郎

・
中
林
慶
司

・坂
庭
査揮
【
阻
中
１２
　
坂
盗
盛
距

・松
猶
容
Ｔ
持
田
善
丸
　
阻
中
１３

四
を
出
幸
雄

旧
中
１４
　
松
崎
正

窮

旧
中
崎

須
聾
震
金
一
旧
中

‐６

績
嫁
二
郎
平

・
斉
醒
種
三
郎

・
立

石
正
美

・
小
林
幸
緒

・
・
平
岡
万
平

・

弱
正
奨

・
横
掘
芳
彦

二
橋
墨
茂
夫

・
田

村
裕

・
掘
込
平
八
・
持
田
脊
男

旧
中

‐７
　
関
口

一
部

，
国
谷
敏
朗
・
山
田

一

男

旧
中
１８
　
盛
鰹
観
Ｔ
題
懲
」

昭

胴
中
１９
　
桑
原
蚕
益
智
赤
溜

翼
治
・根
岸
農
一
・金
井
正
造
・相
附

騒
歴
あ
騒
蚕
信
・中
国
僣
一　
旧
中

２０

野
田
茂
・井
田
態
夫
・竹
内
善
昭

・接
本
英
人
・高
盤
審
一　
隠
中
郷

石
原
道
夫
・卒饗
釜
笥
　
順
中
盟

林
芳
和

一
綱
田
撃

一
部

・
萩
原
豊
彦

・
村
田
敬
次
郎

・
高
橋
覇
開

・
出
中
薦

旧
中

２３
　

石
原
輝
弥

併

中

２

竹
並
栄

一
郎

・
落
合
洋
之

・
赤
濁
賀

一

旧
女

２
　
横
出
ハ
ナ

・
町
田
ア
イ

・
石
坂
と
わ

・
藁
下
盈
子

・
飯
顔
ま
津

子

・
鳥
届
純
子

・
松
本
英
子
・
蕩
浅
と

し

・
斎
藤
三
重
子

・
折
茂
つ
ね

・
双
野

静
枝

阻
女

３

書
騨
象
収

隅
女

７

　
金
田
不
二
子

・
移
山
鱒
子
　
旧

女
８
　
小
泉
マ
サ
子
・高
木
敏
子
・

斎
藤
ま
さ
江

・
携
野
砂

・
原
題

一
子

隅
女
９
　
高
橋
み
ま
子
・量
画
員
子

旧
女
１０
　
河
田
さ
だ
子
　
阻
女

Ｈ
　
渡
辺
セ
ン
　
旧
女
１２

福
島
麓

美
子
・金
蜜

業
代

旧
女
１４
　
岡

て
い
子
・
飯
島
登
志
子
・出
日
文
子
・

童轟
築
登

阻
女
お
　
河
壁
竪
奏子

・
根
岸
驚
子

旧
女
１６
　
福
雑
奥
代

・内
野
ヨ
シ
ユ
・佐
警
孟
麟
子

隠
女

郷

武
井
腸
子
と
器
理は
ま
子
上
審
殉

郁
江
・大
島
典
子

旧
女
郷
　
高
田

節
子
・嫁
趨
照
子
・森
田
昌
子

昭
２４
・高
１

章丞
菅金
売
・室
憂
栖尊

昭
２５
・高
２
定
１

薔雫
縛
孝
・首

田
健
治
・牛
久
保
和
雄
・須
賀
裕
・嫁

越
奉
衛
・矢
崎
昭
夫
・上
原
観
縛
・太

田
富
人
・松
本
敏
一　
昭
２６
・高
３

定
２

青
木
鎌
二
・番
出
〓
一Ｔ
閣
田

搾
之
・
戸
家
窮
男
・内
藤
朗
・黒
題
逮

雄
・竹
内
車開
観
一
昭
２７
・高
４
定

３

柴
崎
題
衛
・
遜
爆
両書
・室
整
ほ

・
度
田
孟
史
・矢
島
強
・瀬
首
親
馬
・

塗
塁
蟹
ｆ
飯
整々
↑
河
騒
充
一
・山

田
務
章宇
荒
姓軽
一
昭
郷
・高
５
定

４

関
優
関
・
粟
田
菫
鋭
・中
退
安
・

積
水
勲
・山
田
鎮
政
上
題
口
八
郎
・日

向
襲
麗

昭
２９
・高
６
定
５

松
魔

文
詞
・戸
谷
修
康
・島
圏
徳
王
・坂
本

園
子
・
島
田
澄
子
・
新
井
茂
・渡
辺
道

夫
・亀
田
払

昭
卸
・高
７

番
山

茂
之
・桑
原
初
江
“野
田
幸
子
↓木
村

盛
奨
枝
・高
騒
否
満
塞
」
夫

昭
卸

・高
８
定
７

山
本
摩
生
・番
選

・高
橋
業
懸
子
・
青
木
彰
・愚
田
三
郎

・森
彰

昭
３２
・高
９
定
８

簿

盪
雄
丁
田
村
登
藁
子
・長
溜
霞
行
・縮

爪
国
典
・
船
端
勝
治
・門
倉
正
蜂
・神

長
金
調
・小
林
盤
塁
・彰
邸
騨
Ｔ
昭

３３
・高
１０
定
９

斎
藤
救
人
ゑ
綴
い

解整
↑
柴
崎
趣
一〓雄
品
塞
】保
夫
昭

３４
・高
Ｈ
　
江
嬬

子
・萩
原
昭
・

曲
駆
益
作
・入
穂
男

昭
欝
・
高
，２

定
Ｈ

新
井
栄
治
・小
棟
晶
・中
野
械

子
・設
楽
正
容
・
金
井
文
蕊

昭
３６

。高
博

大
塚
優
歴
・福
畠
八
郎
・中

村
齢

昭
３７
・
高
１４

」肝
徐
散
一

真
下
態
美
子
・書
田
俊
子
・窟
部
彰
・

鶴
題
菌
金
枝

昭
範
・高
１７
定
１６

麗
題
男
・松
本
翼
鋭
・小
暮
溝
一
・大

察

昭
４‐
．高
１８

鳥
塑
整
・書

田
般
一
・掘
原
正
囲
・幸
田
優
二
ざ
鵠

田経
種
・田
中
婚
夫

昭
確
・
高
１９

定
博

小
谷
盤
博
品
督
四隠
治
・内
霞

規
購
・池
田
修
題
・
小
林
正
夫
・大
揚

正
瞬

昭
電
・高
郷
定
樽

目
霧

久
・大
傷墾
一
昭
招
・高
２‐

中
原

実

昭
奄
■
高
密

牽畠
四達
昭
４８
・

高
郷

荻
野
千
鶴
昭
４９
・高
郷

曲

本
康
夫

〔遺
）旧
中
１９

路
癌
簿
一部

護
　
告

す
で
に
終
身
会
費
を
組
入
い
た
だ
い

た
方
で
も
間
窓
会
名
簿
を
購
入
さ
れ
た

方
に
は
「
郵
便
撰
書
払
込
用
紙
」
が
闘

封
さ
れ
ま
す
の
で
払
込
ま
な
い
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編

集

後

記

今
患

饗

蕃

と
機

富

霧

頭
の
御
協
力
で
ク
ラ
ブ
特
築
。

そ
し
て

終
身
会
貿
縛
入
の
お
願
い
を
特
第
し
ま

し
た
。

主
な
発
送
は
終
勇
会
費
納
入
者

金
員
、

各
支
部
、

母
獲
生
徒
親
員
、

近

郊
の
主
な
事
業
所
等
で
す
。

編
集
御
お

襲
を
事
務
局
ま
で
お
欝
せ
下
さ
い
。

昭
和
６‐
年
度
総
会

と

き

」牟

一霊
倉
孟
督
（も

午
後
〓
時
三
十
分

本
度
市
始
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル（
希
望
者
）
会
費
主
章
円

と
こ
ろ

一
親
駿
会

○とえfいがかよう出光スタンド
株式会社西 本 商 会
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